
「テスト戦略」とは、テスト計画の構成要素の一つであり、環境的な制約やリスクなどを考慮して、プロジェクトのゴールを達成するための適
切なテストアプローチをプロジェクトの初期段階から検討するテスト方法論です。組織において、プロジェクトオーナーはテスト戦略のコント
ロール、クオリティ、コスト、テクノロジ＆メソッドの観点より投資対効果を最大化することができます。 

テスト戦略とは 

A Tata Consultancy Services and Mitsubishi Corporation Joint Venture 

TCSテスト戦略・TMOソリューションご紹介 
 

Copyright@2017 Tata Consultancy Services Japan, Ltd. 

        

         

効率的 かつ
効果的な 
品質保証 

コントロール 

テクノロジ& 
メソッド 

クオリティ 

コスト 

テストカバレッジの向上 

効率的なクオリティゲートの
実装 

テスト環境の可用性の向上 

リスクベースアプローチ 

再利用の推進 

ツールコストの最適化 

プロセスにおける 
一貫性の確保と標準化 

ベストインクラスメトリクス 

効率的なガバナンスと 
スケジュール管理 

アジャイル対応 

デジタルリマイグレーション 

DevOps対応 



テスト戦略の位置付け 

テスト戦略の構成要素 

テスト戦略は、企業や組織のビジネス目標を達成するためのIT戦略を確実に実現する手段として策定される極めて重要な文書であり、
ビジネス戦略、IT戦略と整合性を確保しておくことが必要となります。 
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テスト戦略は、テストスコープ、レビューメトリクス、テスト環境、テストアプローチ、テストタイプ/テストレベル、テストルール、テスト体制の7つの
要素から構成され、ディフェクトマネジメント、テストマネジメント、ステークホルダマネジメント、テストデータ/テスト環境マネジメントの観点より、
それぞれの要素が関連し合います。 

ビジネス戦略 

IT戦略 

組織プロセス/運用モデル 技術的な戦略目標 テスト開発手法 戦略的目的 ITビジョン/ミッション 

テスト戦略 

テストタイプ/ 
テストレベル テスト体制 テストツール テスト環境 レビュー 

メトリクス テストアプローチ テストスコープ 

市場の需要や社会的・ビジネスニーズ、技術的
な進歩、法的要求事項を踏まえ、ビジネス目標
を実現するための方策を規定 経営ビジョンの効果的な実現を目指し、ITの持つ

脆弱性を認識した上で十分なリスクマネジメント
を施しながらIT活用による業務改善／経営改善
を推進するための方策を規定 

システムの品質保証を実現するため
の方策を規定 

 
単体テスト 
計画 

 
統合テスト 
計画 

 
システムテスト 

計画 

 
非機能テスト 

計画 

 
ユーザ受入 
テスト計画 

 
エンドツーエンド 
テスト計画 

 
統合テスト 
計画 

テスト方針 エンタープライズ 
品質保証戦略 

プロジェクトやプログラム
における品質保証戦略 

プロジェクトやプログラム
における品質保証計画 

TCSがご提供可能なサービス範囲 



TCSのテスト戦略サービス 
お客様のプロジェクト状況に応じて、以下のサービスをご提供します。 
 

 テスト戦略サービス 
 

① テスト戦略策定 ：お客様のプロジェクトに応じて最適なテスト方針の検討を支援 
② TMO設置 ：PMO補佐としてのTMO(Test Management Office:テスト管理チーム)の設置を支援 
③ テストチーム設置 ：インディペンデントテストチーム(第三者テストチーム)の設置を支援 
④ TCoE設置 ：TCoE(Test Center of Excellence:テストセンター)の設置を支援 
⑤ テスト計画策定 ：テスト戦略に沿った各テスト工程毎のテスト実施計画の策定を支援 
⑥ テストツール検討 ：テスト実施やテスト管理に最適なテストツールの導入・利用検討を支援 

 

 TMOサービス 
 

① QAプロジェクト管理 ：TMOとしてプロジェクトのQA(Quality Assurance)を管理、およびダッシュボードの提供 
② 不具合管理 ：TCoE内において統括的に不具合を管理 
③ 品質リスクアセスメント ：品質に関わるリスクの特定・分析・評価、およびそのリスクへの対応支援 
④ テストデータ管理 ：DBA要員の配置、およびTDM(Test Data Management)ツールを活用したテストデータ管理支援 
⑤ テスト環境管理 ：各テスト工程毎/テストタイプ(マニュアルテスト/テスト自動化)毎のテスト環境管理支援 
⑥ テストツール導入 ：テストツールに関わる事前検証/導入/運用/管理の支援 

 IT動向に応じたテスト戦略 
TCSのテスト戦略は、技術革新に伴う次世代型ソフトウエア手法、デジタル技術等の最新の主要動向を捉え、常にその時点のプロジェ
クトに最適な企業品質保証戦略の策定をご提供いたします。 
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本TCSテスト自動化ソリューションについてのお問い合わせは以下までお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
本書に記載されている会社名、ロゴ、製品名およびサービス名などは、日本タタ・コンサルタンシ―・サービシズ株式会社および各社の商標または登録商標です。 
本書記載内容の無断複写・転訳載は、媒体を問わず禁じられています。記載されている情報は本書作成時の情報です。 

導入事例 1 

スコープ 
• 計画 
目的の検証と評価のための関連アーティファクトの収集、技術エコシ
ステム把握のための、顧客企業やベンダーとのワークショップの開催 

• 設計 
ユーザストーリー、契約ライフサイクル、インターフェース非機能要件、
自プロジェクトにおける自動化やツール要件の分析と、既存のテスト
プロセスの把握 

• 開発 
レガシシステム統合テスト、速度テスト、テスト自動化ツール等の精
緻化による、近代化プロジェクトの目的に基づいた詳細なテスト戦
略の策定 

ソリューション 
 重要なテスト領域における速度テストやレガシーシステム統合テストの
ための、詳細なテスト手法の定義 

 テスト設計最適化等の画期的な手法や、あらゆるテストにおけるテス
トケースの再利用手法等の提案 

 自動化、テスト管理、インターフェーステスト、性能テスト、ブラウザ互
換性テスト、テストデータの準備用のツールの提案 

 テストデータ要件（合成、アプリケーション統合、自動車および住宅
保険システムからのレガシー契約データ、大容量データ）とデータ生成
手法の定義 

 ユーザエクスペリエンスの低下を防ぐための、戦略における非機能要件
の定義 

米国大手保険会社 

成果 
プロジェクトにおける主要なテスト領域の特定とテスト要件、手法、
計画改善のためのプロセスを定義 

テストデータやテスト環境要件の定義によりプロジェクト後段での問
題を未然に防止 

スコープ 
• 品質の向上 
• テスト期間の短縮 
• 生産性向上 
• デグレードの削減 

ソリューション 
重要なテスト領域における速度テストやレガシーシステム統合テスト
のための、詳細なテスト手法の定義 

テスト設計の最適化等の画期的な手法や、あらゆるテストにおける
テストケースの再利用手法等の提案 

日本国内大手保険会社 

導入事例 2 

背景 
• お客様は、自動車、住宅、中小企業保険、および幅広い保険・
金融サービス商品を取り扱っている米国大手保険会社である。 

• Guidewireシステムを導入することで、既存のレガシーシステムから
への近代的保険システムに移行することで、以下を目標としていた。 
⁻ 競争力の高い安定した価格の設定 
⁻ 商品の市場投入までの期間の短縮 
⁻ カスタマーエクスペリエンスの向上  
⁻ 顧客セグメントの管理 
⁻ 運用上の効率性の向上 

背景 
• お客様は、自動車、住宅、傷害保険を中心とした商品を取り扱って
いる日本国内大手保険会社である。 

• 既存システムのリッチアプリ(DB2を主体としたCOBOLホストとVB)を、
新システム(Webベースのフロントアプリとバックは既存ホストを流用し
たシステム構成)を構築する中で、以下を課題としていた。 
⁻ 保険サービス部門における3つの課題（①お客さま評価向上、②
生産性向上、③正確性向上）を解決するために「業務プロセス
／システムの革新」を新システムとして実現 

⁻ 新システム構築による、生産性向上(業務量の削減)の実現 

成果 
プロジェクトにおける主要なテスト領域の特定とテスト要件、手法、計
画改善のためのプロセスを定義 

テストデータやテスト環境要件の定義によりプロジェクト後段での問題
を未然に防止 

テストツールやテスト自動化の定義によりテストを迅速化 
非機能テスト要件の特定によりユーザエクスペリエンスを向上 
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